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ぼ く と わ た し の 絵

マ
マ
と
ぼ
く
と
聖
悟
と
３
人
で
お
家
で

遊
ん
だ
よ
。
手
裏
剣
を
作
っ
て
と
ば
し

た
よ
。
と
っ
て
も
よ
く
と
ん
で
お
も
し
ろ

か
っ
た
。

橋
端
　
秀
斗
く
ん
（
う
め
組
）

パ
パ
と
マ
マ
と
ぼ
く
と
拓
海
と
畑
に
行
っ

て
パ
パ
の
お
仕
事
を
見
た
よ
。そ
れ
か
ら

お
家
に
帰
っ
て
お
や
つ
と
バ
ナ
ナ
と

り
ん
ご
を
食
べ
た
よ
。お
い
し
か
っ
た
。

中
根
　
丈
斗
く
ん
（
う
め
組
）

し
ゅ
う
と

は
し
ば

た
け
と

な
か
ね

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

14

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

文
 月

12
月

佐
　
藤
　
紗
　
希
ち
ゃ
ん

Ｈ
24
・
１
・
26
生

（
地
区
）
西
越

（
パ
パ
）
和
博

（
マ
マ
）
有
希
子

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

い
く
つ
に
な
っ
て
も
お
姉

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ネ
！

７
月

人
の
動
き

男
　
1,
39
0人
（
±
０
人
）

女
　
1,
47
2人
（
＋
３
人
）

計
　
2,
86
2人
（
＋
３
人
）

世
帯
数
94
6世
帯（
±
０
世
帯
）

（
平
成
25
年
５
月
31
日
現
在
）
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JUNE

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
25
年

ル
ビ
ー（
紅
玉
）

̶
 情
熱
・
権
威
 ̶

誕
生
石

ふ
み
つ
き

Ju
ly

燃
え
る
ご
み
収
集
日
　
新
郷
村
全
域
　
月
曜
日
・
木
曜
日
（
祭
日
も
収
集
し
ま
す
）

家
庭
ご
み
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
下
さ
い
。
生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
を

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

村
民
相
談
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
（
場
所
：
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
　
祝
祭
日
の
場
合
は
曜
日
変
更
あ
り
）

２
０
１
３
年
７
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

さ
と
う

さ
き

日
曜
新
郷
温
泉
館
休
館
日

１
月
村
県
民
税
第
１
期
納
期
限

不
用
犬
引
取
日

３
水
特
定
健
診（
～
５
日
）

資
源
ご
み（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

５
金
第
21
回
青
森
ウ
エ
ス
ト
ン
祭

７
日
新
郷
温
泉
館
休
館
日

８
月
行
政
相
談

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室
　
10
：0
0～
15
：0
0

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室
　
  9
：0
0～
12
：0
0

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

10
水
特
定
健
診（
～
12
日
）

人
権
相
談
所

12
金
資
源
ご
み（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）収
集
日

資
源
ご
み（
ビ
ン・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）収
集
日

17
水

海
の
日

15
月

特
定
健
診（
～
19
日
）

小
・
中
学
校
終
業
式

粗
大
ご
み
収
集
日

19
金
乳
児
・
１
歳
６
ヵ
月
児
・
２
歳
児
健
診

第
38
6回
子
ど
も
会
親
子
早
起
き
掃
除

21
日
新
郷
温
泉
館
休
館
日

22
月
特
定
健
診（
～
26
日
）

24
水
燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

26
金
新
郷
温
泉
館
休
館
日

29
月
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期
納
期
限

31
水
介
護
保
険
料
普
通
徴
収
第
１
期
納
期
限

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

６
月
2
日

　第
50
回
キ
リ
ス
ト
祭（
関
連
記
事
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
）

短
歌
は
キ
リ
ス
ト
の
里
公
園
短
歌
ポ
ス
ト
小
学
校
の
部
天
位
に

入
選
し
た
畠
山
啓
介
く
ん（
舘
向
）の
作
品



（平成25年３月末現在）

　新郷村の条例により、平成24年度の　財政状況の概要をお知らせします。

一 般 会 計一 般 会 計

予算額
執行額

歳入予算額　2,842,605
収 入 済 額　2,457,486
収入執行率　　86.5%

そ の 他

村　　　債

諸 収 入

繰 入 金

県 支 出 金

国庫支出金

地方交付税

村　　　税

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

歳　入歳　出 （単位：千円）（単位：千円）

189,020
192,600

106,659
194,737

101,664
141,113

12,139
12,401

73,076
120,247

252,100
2,000

147,951
183,098

58,775
60,014

398,175
475,966

363,001
544,097

36,419
66,055

294,186
341,704

161,307
181,399

125,384
330,440

74,810
107,430
174,483
249,256

361,740
417,333

1,824,9771,824,977
1,746,309

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

そ の 他

公 債 費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

農林水産業費

衛 生 費

民 生 費

総 務 費

議 会 費

予算額
執行額

歳出予算額　2,842,605  
支 出 済 額　2,058,534  
支出執行率　　72.4% 

地 方 債 の 現 在 高 （単位：千円）

（H25. 5月末現在） （H25. 3月末現在） （H25. 3月末現在）

会 計 区 分

金 額 ・ 構 成 比 金　額 構成比

100.0%

0.1%

0.8%

22.6%

14.2%

6.6%

7.8%

47.9%1,353,791

219,266

185,714

401,910

23,736

637,490

4,150

2,826,057 100.0％

100.0％7,300

7,300 100.0％

100.0％145,921

31.6%340,867

15.8%170,957

145,921 100.0％

52.6%568,636 52.6%133,583

2.3%5,990

45.1%114,620

1,080,460 99.9％254,193

金　額 構成比

地方公共団体金融機構
（金融公庫含む）

国 の 予 算 貸 付

み ち の く 銀 行

青 森 県

合　　　　　計

財政融資資金

郵便貯金資金

簡易生命保険資金
借

入

先

政
府
資
金

一 般 会 計
【デイサービス施設分含む】 診療所特別会計 簡易水道特別会計 特定環境保全公共

下水道特別会計
農業集落排水
特 別 会 計

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

特別会計歳入歳出予算の状況 基 金 等 の 状 況
（単位：千円）

特別会計名

国民健康保険
国民健康保険
診 療 所

簡 易 水 道

戸来財産区

西越財産区

下　水　道

農業集落排水

介 護 保 険

後期高齢者医療

予 算 額

470,420

112,884

43,280

31,237

17,759

160,152

34,746

389,935

32,381

収入済額

323,456

54,617

18,336

25,548

17,753

6,323

1,458

262,082

27,170

執行率

68.8%

48.4%

42.4%

81.8%

100.0%

3.9%

4.2%

67.2%

83.9%

390,168

100,338

39,811

8,340

11,030

143,743

28,315

321,651

30,431

82.9%

88.9%

92.0%

26.7%

62.1%

89.8%

81.5%

82.5%

94.0%

執行率支出済額 有 価 証 券
（特別会計含む） 4,577千円

一時借入金の残高 200,000千円

出資による権利
（特別会計含む） 36,744千円

基 金 779,541千円

一 般 会 計 分 581,146千円

うち土地開発基金 16,368千円

特 別 会 計 分 198,395千円

土 地 0 ㎡ 

10,254
68,911

災害復旧費・　
労働費・予備費（ （
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2013 新郷村 ２年連続日本一に輝く！2013 新郷村 ２年連続日本一に輝く！

 住民の力 ＋
　　お客様の応援
　　　　　　　＝ 感謝

　５
月
29
日
、
２
０
０
万
人
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト「
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
２
０
１
３
」が
全
国
一
斉
に

開
催
さ
れ
、
本
村
は
２
回
目
の
挑

戦
で
、
対
戦
相
手
の
岡
山
県
新
庄

村
に
打
ち
勝
ち
、
参
加
率
95
・
９

％
で
全
国
の
参
加
自
治
体
１
０
１

の
頂
点
に
立
ち
、
日
本
一
に
輝
き

ま
し
た
。

  

午
前
６
時
、
役
場
前
で
は
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か

れ
、
防
災
無
線
放
送
か
ら
流
れ
る

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
ラ
ジ
オ
体
操

を
実
施
。
こ
の
あ
と
、
村
観
光

協
会
会
員
ら
が
、
キ
リ
ス
ト
の
里

公
園
の
清
掃
活
動
を
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
も

行
わ
れ
、
各
会
場
に
は
競
技
を
楽

し
む
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　今
回
、
三
ツ
岳
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト「
斉
藤

先
生
に
よ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ン

バ
ー
＆
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
」で
は
、
十

和
田
市
か
ら
ダ
ン
ス
の
講
師
を
招

き
、
美
郷
館
で
小
学
生
ら
が
パ
ン

チ
の
き
い
た
音
楽
に
合
わ
せ
、
ダ

ン
ス
レ
ッ
ス
ン
を
し
、
爽
快
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
芸
能
保

存
会
が
役
場
前
の
広
場
で
、
ナ

ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
を
披
露
し
、
バ
ス
ツ

ア
ー
参
加
者
ら
が
踊
り
の
輪
の
中

に
加
わ
り
、
身
振
り
手
振
り
で
踊

っ
て
い
ま
し
た
。

　夕
方
６
時
30
分
か
ら
、
金
ヶ
沢

農
村
公
園
の
川
沿
い
で
村
消
防
団

に
よ
る「
玉
落
と
し
実
演
披
露
」が

行
わ
れ
、
会
場
に
は
団
員
の
家
族

や
付
近
の
住
民
が
大
勢
集
ま
り
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　こ
の
あ
と
、
美
郷
館
で「
空
き

缶
積
み
上
げ
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
」

が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
小
学
生
ら

が
家
族
の
応
援
を
受
け
て
、
真
剣

な
表
情
で
缶
を
積
み
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　午
後
９
時
、
美
郷
館
で
フ
ァ
イ

ナ
ル
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
須

藤
村
長
と
杉
村
勝
司
実
行
委
員
長

が
、
住
民
ら
の
健
闘
を
た
た
え
ま

し
た
。

５/23 対戦相手の新庄村と
電話でのエール交換　　  

オープニングセレモニーで須藤村長と
日向昌徳三ツ岳スポーツクラブ会長が握手

五戸消防署西分遣所前で中野平住民ら
と所員がラジオ体操

村観光協会会員らによるキリストの里
公園の清掃（出発前）

小学生らが楽しんだダンスレッスン 「ミステリーゾーン 訪問の旅」の
参加者がキリストの墓を見学　 

ナニャドヤラ芸能保存会会員から踊り
の手ほどきを受けるバスツアー参加者

村消防団による玉落とし実演披露
（金ヶ沢農村公園川沿いにて）

空き缶積み上げチャレンジカップ 
に出場した小学生　　　　　　　

2013 新郷村 ２年連続日本一に輝く！
今年の対戦相手　岡山県新庄村に勝利！！

荻沢　重吉さん
（水沢）

小笠原美知子さん
（中通り）

木村ツセさん
（中通り）

　今
日
は
、
五
戸
チ
ー
ム
に
負
け

な
い
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　今
日
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
応

援
に
き
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操

も
し
た
し
、
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン

に
も
参
加
し
ま
し
た
。
カ
ッ
ツ

イ
デ（
追
い
つ
い
て
）い
け
な

く
て
、
年
を
感
じ
ま
し
た
。

　空
き
缶
の
積
み
上
げ
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
１
回

し
か
練
習
し
な
か
っ
た
の
に
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
が
す
ん
ご
く
よ
か
っ

た
で
す
。
楽
し
か
っ
た
か
ら
、
来

年
も
ま
た
で
た
い
で
す
。

高橋　祐衣さん
（戸来小６）

下栃棚愛実さん
（戸来小４）

　去
年
も
参
加
し
ま
し
た
。
今

日
は
天
気
が
ち
ょ
っ
と
悪
い
け

ど
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
す
ば

ら
し
い
。
私
は
ラ
ジ
オ
体
操
を

３
回
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ　

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
!!（
ナ
イ
ス
フ
ァ

イ
ト
）

英語指導助手
クリストファー・カールセンさん
（通称クリス　大久保）

　今
回
も
村
民
一
人
ひ
と
り
の

協
力
あ
っ
て
の
結
果
だ
と
思
い
ま

す
。
常
会
長
さ
ん
た
ち
も
、
よ
く

動
い
て
く
れ
て
、
私
た
ち
も
助
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
村
民
が

ま
と
ま
り
を
強
く
し
て
く
れ
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

チャレンジデー実行委員会委員長の
杉村　勝司さん
（上栃棚）

　斉
藤
先
生
の
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン

は
テ
レ
ビ
で
見
た
よ
り
踊
り
や
す

く
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ふ
だ
ん

も
友
達
５
人
ぐ
ら
い
で
、
家
と
か

で
踊
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
歌

手
か
ダ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

チャレンジデーチャレンジデーチャレンジデー
参加率95.９％を記録

　ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」参
加
率
が
再
び
日
本
一

に
輝
き
、
村
民
と
と
も
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　村
民
一
丸
と
な
り
、
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
れ
た
こ

と
に
大
変
う
れ
し
さ
を
感
じ
、
ま
た
、
新
郷
村
を
応
援
し
、
ご
協
力
く

だ
さ
っ
た
関
係
者
各
位
に
は
、
心
よ
り
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
元
気
な
力
こ
そ
村
の
誇
り
で
あ
り
、
大
切
に
し
て
今
後
の
村
づ

く
り
に
い
か
し
、
村
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　平
成
25
年
５
月
30
日

新
郷
村
長

　須

　藤

　良

　美

村
民
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
だ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
感
謝

村
民
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
だ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
感
謝

しんじょうそん

役場前でラジオ体操をするしんごう保育園の園児ら
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 住民の力 ＋
　　お客様の応援
　　　　　　　＝ 感謝

　５
月
29
日
、
２
０
０
万
人
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト「
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
２
０
１
３
」が
全
国
一
斉
に

開
催
さ
れ
、
本
村
は
２
回
目
の
挑

戦
で
、
対
戦
相
手
の
岡
山
県
新
庄

村
に
打
ち
勝
ち
、
参
加
率
95
・
９

％
で
全
国
の
参
加
自
治
体
１
０
１

の
頂
点
に
立
ち
、
日
本
一
に
輝
き

ま
し
た
。

  

午
前
６
時
、
役
場
前
で
は
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か

れ
、
防
災
無
線
放
送
か
ら
流
れ
る

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
ラ
ジ
オ
体
操

を
実
施
。
こ
の
あ
と
、
村
観
光

協
会
会
員
ら
が
、
キ
リ
ス
ト
の
里

公
園
の
清
掃
活
動
を
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
も

行
わ
れ
、
各
会
場
に
は
競
技
を
楽

し
む
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　今
回
、
三
ツ
岳
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
が
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト「
斉
藤

先
生
に
よ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ン

バ
ー
＆
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
」で
は
、
十

和
田
市
か
ら
ダ
ン
ス
の
講
師
を
招

き
、
美
郷
館
で
小
学
生
ら
が
パ
ン

チ
の
き
い
た
音
楽
に
合
わ
せ
、
ダ

ン
ス
レ
ッ
ス
ン
を
し
、
爽
快
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
芸
能
保

存
会
が
役
場
前
の
広
場
で
、
ナ

ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
を
披
露
し
、
バ
ス
ツ

ア
ー
参
加
者
ら
が
踊
り
の
輪
の
中

に
加
わ
り
、
身
振
り
手
振
り
で
踊

っ
て
い
ま
し
た
。

　夕
方
６
時
30
分
か
ら
、
金
ヶ
沢

農
村
公
園
の
川
沿
い
で
村
消
防
団

に
よ
る「
玉
落
と
し
実
演
披
露
」が

行
わ
れ
、
会
場
に
は
団
員
の
家
族

や
付
近
の
住
民
が
大
勢
集
ま
り
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　こ
の
あ
と
、
美
郷
館
で「
空
き

缶
積
み
上
げ
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
」

が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
小
学
生
ら

が
家
族
の
応
援
を
受
け
て
、
真
剣

な
表
情
で
缶
を
積
み
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　午
後
９
時
、
美
郷
館
で
フ
ァ
イ

ナ
ル
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
須

藤
村
長
と
杉
村
勝
司
実
行
委
員
長

が
、
住
民
ら
の
健
闘
を
た
た
え
ま

し
た
。

５/23 対戦相手の新庄村と
電話でのエール交換　　  

オープニングセレモニーで須藤村長と
日向昌徳三ツ岳スポーツクラブ会長が握手

五戸消防署西分遣所前で中野平住民ら
と所員がラジオ体操

村観光協会会員らによるキリストの里
公園の清掃（出発前）

小学生らが楽しんだダンスレッスン 「ミステリーゾーン 訪問の旅」の
参加者がキリストの墓を見学　 

ナニャドヤラ芸能保存会会員から踊り
の手ほどきを受けるバスツアー参加者

村消防団による玉落とし実演披露
（金ヶ沢農村公園川沿いにて）

空き缶積み上げチャレンジカップ 
に出場した小学生　　　　　　　

2013 新郷村 ２年連続日本一に輝く！
今年の対戦相手　岡山県新庄村に勝利！！
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。
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レ
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追
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。
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に
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チ

ー
ム
ワ
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ク
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ご
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か
っ
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す
。
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か
ら
、
来

年
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ま
た
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た
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で
す
。
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い
。
私
は
ラ
ジ
オ
体
操
を

３
回
し
ま
し
た
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Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ　

Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
!!（
ナ
イ
ス
フ
ァ

イ
ト
）

英語指導助手
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。
こ
れ
を
機
に
村
民
が

ま
と
ま
り
を
強
く
し
て
く
れ
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

チャレンジデー実行委員会委員長の
杉村　勝司さん
（上栃棚）

　斉
藤
先
生
の
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン

は
テ
レ
ビ
で
見
た
よ
り
踊
り
や
す

く
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ふ
だ
ん

も
友
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踊
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ベ
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。
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し
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力
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は
、
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礼
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感
謝
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申
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上
げ
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す
。
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50年もの間、変わらずに執り行われてきた慰霊祭（左はキリストの墓の墓守　沢口純一郎さん）

権現舞を奉納する田中獅子舞保存会

　６
月
２
日
、
キ
リ

ス
ト
の
里
公
園
で

「
第
50
回
キ
リ
ス
ト

祭
」が
開
催
さ
れ
、

県
内
外
か
ら
大
勢
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
し

た
。　慰

霊
祭
で
は
、
大

祭
長
の
須
藤
村
長
が

あ
い
さ
つ
。
神
事
の

あ
と
、
田
中
獅
子
舞

保
存
会
が
権
現
舞
を

奉
納
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
キ
リ
ス
ト

の
里
公
園
短
歌
ポ
ス

ト
の
入
選
歌
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
一
般
の

部
・
天
位
の
福
田
つ

や
さ
ん（
十
和
田
市
）

の
短
歌
が
朗
詠
さ
れ

ま
し
た
。

　引
き
続
き
、
キ
リ

ス
ト
の
墓
の
周
り
で
、

村
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
芸
能
保
存

会
会
員
が
生
歌
に
合
わ
せ
て

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
を
奉
納
し
ま

し
た
。

　50
回
を
記
念
し
て
の
祭
典

で
は
、
県
内
外
に
伝
わ
る
ナ

ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
を
７
団
体
が
披

露
。
本
村
の
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ

と
は
違
っ
た
踊
り
を
、
住
民

や
観
光
客
が
１
時
間
30
分
以

上
に
わ
た
っ
て
堪
能
し
ま
し

た
。

三戸町斗内ナニャドヤラ保存会 八戸市正調八戸盆踊保存会

新郷村ナニャドヤラ芸能保存会

階上町田代盆踊り組 二戸市ナニャトヤラ保存会

洋野町帯島盆踊り保存会 田子町ナニャドヤラ保存会

第
17
回  

キ
リ
ス
ト
の
里
公
園
短
歌
ポ
ス
ト
入
選
歌

　
選
者

　
青
森
県
歌
人
懇
話
会
副
会
長

　

　
　
歌
誌「
国
原
」主
宰

　稲

　
垣

　
　
　
道

 

一
般
の
部

【
天  

位
】

静
か
な
る
丘
を
取
り
ま
く
樹
々
み
ど
り
み
霊
安
か
れ
キ
リ
ス
ト
の
墓

（
十
和
田
市
）
福

　田

　つ

　や

【
地  

位
】

キ
リ
ス
ト
の
眠
り
し
丘
を
吟
行
す
わ
れ
ら
に
み
ど
り
の
木
洩
れ
日
そ
そ
ぐ

（
十
和
田
市
）
苫
米
地

　緋
佐
子

【
人  

位
】

若
葉
も
ゆ
丘
を
た
ず
ね
て
我
が
歌
碑
の
前
に
佇
み
声
出
し
吟
じ
る

（
五
戸
町
）
畑

　山

　房

　子

 

小
学
校
の
部

【
天  

位
】

春
の
日
に
キ
リ
ス
ト
様
の
お
祭
り
だ
み
ん
な
の
事
を
お
祈
り
し
よ
う

（
戸
来
小
学
校
４
年
）
畠

　山

　啓

　介

【
地  

位
】

六
月
は
人
々
集
う
キ
リ
ス
ト
祭
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
お
ど
る
楽
し
い
ま
つ
り

（
西
越
小
学
校
５
年
）
上
野
山

　稚

　菜

【
人  

位
】

春
に
な
れ
わ
た
し
の
楽
し
み
さ
く
ら
餅
キ
リ
ス
ト
様
も
お
一
つ
い
か
が

（
戸
来
小
学
校
６
年
）
永

　野

　こ
な
つ

 

中
学
校
の
部

【
天  

位
】

森
の
中
キ
リ
ス
ト
ね
む
り
新
郷
に
幸
せ
も
た
ら
し
み
ん
な
が
笑
顔

（
新
郷
中
学
校
１
年
）
畑

　中

　
　
　凌

【
地  

位
】

太
陽
に
照
ら
さ
れ
な
が
ら
立
っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
の
墓
神
秘
の
光

（
野
沢
中
学
校
２
年
）
中
鶴
間

　祥

　太

【
人  

位
】

キ
リ
ス
ト
の
伝
説
が
今
よ
み
が
え
り
人
々
が
き
て
村
が
に
ぎ
わ
う

（
新
郷
中
学
校
１
年
）
坂

　下

　和

　輝

キ
リ
ス
ト
の
霊
を
慰
め
50
年

キ
リ
ス
ト
の
霊
を
慰
め
50
年

７
団
体
が
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
を
披
露

50
回
記
念
　ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
の
祭
典
で
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々
が
き
て
村
が
に
ぎ
わ
う

（
新
郷
中
学
校
１
年
）
坂

　下

　和

　輝

キ
リ
ス
ト
の
霊
を
慰
め
50
年

キ
リ
ス
ト
の
霊
を
慰
め
50
年

７
団
体
が
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
を
披
露

50
回
記
念
　ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
の
祭
典
で
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苗木を配布して、山火事防止と山岳遭難防止を呼びかける西越防犯協会会員 日本赤十字社から感謝状を送られた小笠原サダさん（中央）と佐藤久美子さん（右）

受賞報告のため村長室を訪れたしんごう
保育園栄養士の和泉陽子さん（中央）　　

表彰状を手に左から人権擁護委員の小﨑ケイ子さんと田島英男さん

青森市で開催された景観フォーラムで表彰された梅川和雄さん（右）

す
が 

ば

　山
菜
の
宝
庫
と
し
て
知
ら
れ
る

本
村
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
山

火
事
防
止
と
山
岳
遭
難
防
止
を
呼

び
か
け
る
街
頭
指
導
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　今
年
は
５
月
12
日
に
、
村
内
３

ヶ
所
で
五
戸
警
察
署
、
村
消
防
団
、

交
通
指
導
隊
な
ど
の
各
団
体
や
機

関
の
協
力
を
得
て
、
ヒ
バ
・
ガ
マ

ズ
ミ
、
ア
メ
リ
カ
ザ
イ
フ
リ
ボ
ク

の
苗
木
を
道
行
く
人
々
に
配
布
し

ま
し
た
。

　五
戸
地
方
に
在
住
し
、
大
型
特

殊
免
許
を
有
す
る
女
性
で
構
成
さ

れ
て
い
る「
カ
ッ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ

ー
ク
ラ
ブ
」の
会
員
５
名
が
５
月

15
日
、
本
村
の
役
場
か
ら
五
戸
町

内
を
、
広
報
車
に
乗
り
込
み
、
農

作
業
の
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　本
村
か
ら
は
、
谷
地
村
和
子
さ

ん（
大
谷
地
）と
才
神
笑
美
子
さ
ん

（
大
欠
平
）の
二
人
が
参
加
し
、
他

の
会
員
と
と
も
に
活
動
を
展
開
し

ま
し
た
。

　交
通
安
全
母
の
会（
角
岸
千
穂

子
会
長
）は
５
月
19
日
、
子
ど
も

た
ち
が
危
険
な
飛
び
出
し
を
し
な

い
よ
う
に
と
、
横
断
歩
道
付
近
に

ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を
設
置
し
ま
し

た
。　こ

の
日
の
参
加
者
は
９
人
で
、

以
前
に
路
面
に
張
り
付
け
て
あ
っ

た
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を
は
が
す
作

業
か
ら
始
め
、
木
村
光
雄
新
郷
駐

在
所
長
か
ら
も
協
力
し
て
も
ら

い
、
村
内
５
ヶ
所
に
張
り
付
け
ま

し
た
。

　５
月
29
日
、
横
田
副
村
長
、
村

議
会
議
員
ら
が
村
内
全
域
を
回
り
、

田
植
え
の
進
ち
ょ
く
状
況
調
査
を

し
、
農
家
を
激
励
し
ま
し
た
。

　今
年
は
播
種
後
に
低
温
の
日
が

続
き
、
苗
の
生
育
が
思
わ
し
く
な

か
っ
た
た
め
農
家
を
心
配
さ
せ
ま

し
た
が
、
平
年
に
比
べ
３
日
ほ
ど

田
植
え
の
時
期
が
ず
れ
た
だ
け
で
、

田
植
え
の
進
ち
ょ
く
率
は
95
％
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
関
係
者

を
ホ
ッ
と
さ
せ
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
平
日
と
あ
っ
て
、
田

植
え
を
し
て
い
る
農
家
は
少
な
か

っ
た
も
の
の
、
横
田
副
村
長
ら
は

農
家
を
見
つ
け
て
は
声
を
か
け
て

い
ま
し
た
。

　新
郷
村
農
業
後
継
者
の
会（
福

山
義
幸
会
長

　会
員
数
35
名
）は

５
月
31
日
、
会
員
総
出
で
担
い
手

の
な
い
農
家
か
ら
借
り
受
け
た
田

ん
ぼ
の
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
、
今
年
４
月
に
新
規

加
入
し
た
４
人
の
会
員
も
加
わ
っ

て
の
田
植
え
と
な
り
、
先
輩
か
ら

田
植
機
の
操
作
の
仕
方
を
教
わ
る

会
員
も
あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
た
び
、
小
笠
原
サ
ダ
さ
ん

（
中
通
り
）に
日
本
赤
十
字
社
青
森

支
部
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
５

月
24
日
、
佐
藤
久
美
子
村
赤
十
字

奉
仕
団
委
員
長
と
と
も
に
役
場
を

訪
問
し
、
須
藤
村
長
に
受
賞
を
報

告
し
ま
し
た
。

　小
笠
原
さ
ん
は
前
村
連
合
婦
人

会
会
長
で
あ
り
、
婦
人
会
活
動
の

か
た
わ
ら
、
村
赤
十
字
奉
仕
団
の

委
員
長
も
務
め
る
な
ど
、
そ
の
貢

献
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　青
森
県
が
平
成
20
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る「
ふ
る
さ
と
あ
お
も

り
景
観
賞
」に
新
郷
遊
魚
会（
梅
川

和
雄
会
長
）が
選
ば
れ
、
６
月
３

日
、
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
景
観

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
梅
川
会
長
が
出
席

し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　新
郷
遊
魚
会
は
、
釣
り
大
会
を

開
く
だ
け
で
な
く
、
毎
年
五
戸
川

の
清
掃
や
稚
魚
を
放
流
す
る
な
ど
、

環
境
美
化
に
も
努
め
、
そ
の
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　こ
の
た
び
、
人
権
擁
護
委
員
の

田
島
英
男
さ
ん（
西
越
）と
小
﨑
ケ

イ
子
さ
ん（
中
通
り
）が
、
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り

国
民
の
人
権
擁
護
と
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
に
貢
献
し
た
と
し
て
、

人
権
擁
護
局
長
と
仙
台
法
務
局
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
、
５
月

24
日
、
八
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
総
会
の
席
上
で
感
謝
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　し
ん
ご
う
保
育
園
栄
養
士
の
和

泉
陽
子
さ
ん
が
、
こ
の
た
び
、
地

域
に
お
け
る
保
育
の
実
践
的
研
究

成
果
を
あ
げ
た
と
し
て
、
県
保
育

連
合
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

５
月
29
日
、
受
賞
報
告
の
た
め
、

中
村
園
長
と
と
も
に
村
長
室
を
訪

れ
ま
し
た
。

　和
泉
さ
ん
は
、
３
〜
５
歳
児
を

対
象
に
昼
食
と
お
や
つ
を
食
べ
る

場
所
を
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
設
置
。

配
膳
・
下
膳
・
盛
り
つ
け
を
園
児

自
身
に
行
わ
せ
る
な
ど
し
た
と
こ

ろ
、
残
さ
ず
食
べ
る
こ
と
や
う
ま

く
で
き
な
い
仲
間
に
手
伝
っ
て
あ

げ
る
な
ど
の
変
化
が
み
ら
れ
た
と
、

研
究
の
成
果
を
県
保
育
研
究
会
で

発
表
し
、
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

老
健
し
ん
ご
う
職
員

　
清
掃
活
動
奉
仕

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
群
生
地
な
ど

山
火
事
防
止
と
山
岳
遭
難
防
止
を
呼
び
か
け

ヒ
バ
・
ガ
マ
ズ
ミ
な
ど
の
苗
木
を
街
頭
で
配
布

　５
月
11
日
、「
介
護
老
人
保
健
施

設
し
ん
ご
う
」の
職
員
10
人
が
、

菅
場
と
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
付
近
の
清
掃
活
動
を
し
ま
し

た
。　地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

年
３
回
清
掃
活
動
を
し
て
い
る
も

の
で
、
こ
の
日
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

の
群
生
地
と
道
の
駅
前
の
国
道
脇

の
ガ
ケ
か
ら
も
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
、

空
き
缶
な
ど
10
袋
ほ
ど
に
な
り
ま

し
た
。

„
カ
ッ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
“

　
　
　
　
　

農
作
業
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
！

交
通
安
全
母
の
会

ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を
張
り
つ
け

し
ん
ご
う
保
育
園
栄
養
士

和
泉
陽
子 

さ
ん

青
森
県
保
育
連
合
会
保
育
研
究
奨
励
賞
を
受
賞

人
権
擁
護
委
員

　
田
島
英
男
さ
ん

　
小
﨑
ケ
イ
子
さ
ん

　
　
　とも
に
表
彰
さ
れ
る

小
笠
原  

サ  

ダ 

さ
ん

  

日
本
赤
十
字
社
か
ら
表
彰
さ
れ
る

„
カ
ッ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
“

　
　
　
　
　

農
作
業
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
！

田
植
え
進
ち
ょ
く
状
況
調
査

平
成
５
年
開
始
の
農
業
後
継
者
の
会
の
田
植
え

新
郷
遊
魚
会

「
ふ
る
さ
と
あ
お
も
り
景
観
賞
」を
受
賞

－

今
年
も
出
来
秋
を
願
い
、「
ま
っ
し
ぐ
ら
」の
苗
を
植
え
付
け

－
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放
流
す
る
な
ど
、

環
境
美
化
に
も
努
め
、
そ
の
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　こ
の
た
び
、
人
権
擁
護
委
員
の

田
島
英
男
さ
ん（
西
越
）と
小
﨑
ケ

イ
子
さ
ん（
中
通
り
）が
、
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り

国
民
の
人
権
擁
護
と
人
権
思
想
の

普
及
高
揚
に
貢
献
し
た
と
し
て
、

人
権
擁
護
局
長
と
仙
台
法
務
局
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
、
５
月

24
日
、
八
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
総
会
の
席
上
で
感
謝
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　し
ん
ご
う
保
育
園
栄
養
士
の
和

泉
陽
子
さ
ん
が
、
こ
の
た
び
、
地

域
に
お
け
る
保
育
の
実
践
的
研
究

成
果
を
あ
げ
た
と
し
て
、
県
保
育

連
合
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

５
月
29
日
、
受
賞
報
告
の
た
め
、

中
村
園
長
と
と
も
に
村
長
室
を
訪

れ
ま
し
た
。

　和
泉
さ
ん
は
、
３
〜
５
歳
児
を

対
象
に
昼
食
と
お
や
つ
を
食
べ
る

場
所
を
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
設
置
。

配
膳
・
下
膳
・
盛
り
つ
け
を
園
児

自
身
に
行
わ
せ
る
な
ど
し
た
と
こ

ろ
、
残
さ
ず
食
べ
る
こ
と
や
う
ま

く
で
き
な
い
仲
間
に
手
伝
っ
て
あ

げ
る
な
ど
の
変
化
が
み
ら
れ
た
と
、

研
究
の
成
果
を
県
保
育
研
究
会
で

発
表
し
、
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

老
健
し
ん
ご
う
職
員

　
清
掃
活
動
奉
仕

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
群
生
地
な
ど

山
火
事
防
止
と
山
岳
遭
難
防
止
を
呼
び
か
け

ヒ
バ
・
ガ
マ
ズ
ミ
な
ど
の
苗
木
を
街
頭
で
配
布

　５
月
11
日
、「
介
護
老
人
保
健
施

設
し
ん
ご
う
」の
職
員
10
人
が
、

菅
場
と
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
付
近
の
清
掃
活
動
を
し
ま
し

た
。　地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

年
３
回
清
掃
活
動
を
し
て
い
る
も

の
で
、
こ
の
日
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

の
群
生
地
と
道
の
駅
前
の
国
道
脇

の
ガ
ケ
か
ら
も
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
、

空
き
缶
な
ど
10
袋
ほ
ど
に
な
り
ま

し
た
。

　五
戸
地
方
に
在
住
し
、
大
型
特

„
カ
ッ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
“

　
　
　
　
　

農
作
業
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
！

交
通
安
全
母
の
会

ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を
張
り
つ
け

し
ん
ご
う
保
育
園
栄
養
士

和
泉
陽
子 

さ
ん

青
森
県
保
育
連
合
会
保
育
研
究
奨
励
賞
を
受
賞

人
権
擁
護
委
員

　
田
島
英
男
さ
ん

　
小
﨑
ケ
イ
子
さ
ん

　
　
　とも
に
表
彰
さ
れ
る

小
笠
原  

サ  

ダ 

さ
ん

  

日
本
赤
十
字
社
か
ら
表
彰
さ
れ
る

„
カ
ッ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
“

　
　
　
　
　

農
作
業
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
！

田
植
え
進
ち
ょ
く
状
況
調
査

平
成
５
年
開
始
の
農
業
後
継
者
の
会
の
田
植
え

新
郷
遊
魚
会

「
ふ
る
さ
と
あ
お
も
り
景
観
賞
」を
受
賞

－

今
年
も
出
来
秋
を
願
い
、「
ま
っ
し
ぐ
ら
」の
苗
を
植
え
付
け

－



　平
成
25
年
第
２
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
６
月
11
日
か
ら
６
月
14

日
ま
で
開
か
れ
、
次
の
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。

▼
新
郷
村
監
査
委
員
に
次
の
方
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
25
年
６
月
14
日
か

ら
４
年
間
。

▼
平
成
25
年
度
新
郷
村
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
千
６
０
３
万
１
千
円
を

追
加
し
、
総
額
は
27
億
９
千
９

５
３
万
１
千
円
に
な
り
ま
し

た
。
主
な
一
般
会
計
補
正
予
算

は
次
の
と
お
り
で
す
。

歳

　
入

◎
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

１
千
万
円

◎
過
疎
地
域
等
自
立
活
性
化
推
進

交
付
金

１
千
９
３
８
万
５
千
円

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

事
業
費
補
助
金

１
千
３
９
９
万
１
千
円

◎
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

２
千
１
２
２
万
９
千
円

◎
い
き
い
き
新
郷
む
ら
づ
く
り
基

金
繰
入
金

１
千
２
０
０
万
円

歳

　
出

◎
定
住
促
進
費

定
住
促
進
住
宅
団
地
整
備
工
事
費

１
千
２
５
０
万
円

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入

事
業
費
工
事
費

１
千
３
９
９
万
１
千
円

◎
畜
産
事
業
費

肉
用
牛
貸
付
牛
購
入（
村
分
）

６
０
０
万
円

◎
社
会
教
育
施
設
管
理
費

西
越
地
区
公
民
館
駐
車
場
舗
装

工
事
費

４
０
０
万
円

◎
体
育
施
設
費

村
営
プ
ー
ル
内
塗
装
改
修
工
事

５
４
０
万
円

　先
の
新
郷
村
村
長
選
挙
に
お
い

て
、
３
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た

須
藤
村
長
は
、
５
月
29
日
、
来
庁

者
や
職
員
が
出
迎
え
る
中
、
初
登

庁
し
ま
し
た
。

　役
場
正
面
玄
関
前
で
行
わ
れ
た

セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
女
子
職
員
か
ら

花
束
を
受
け
取
っ
た
須
藤
村
長

は
、「
再
び
村
政
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
、
う
れ
し
く
思
う
。
村
民
の

た
め
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し

た
。　任

期
は
平
成
29
年
５
月
28
日
ま

で
で
す
。

　６
月
３
日
、
平
子
沢
放
牧
場
が

開
牧
し
、
村
内
の
農
家
が
牛
を
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
搬
入
、
緑
い
っ

ぱ
い
の
高
原
に
放
牧
し
ま
し
た
。

　昨
年
よ
り
11
日
遅
い
開
牧
と

な
っ
た
の
は
、
春
先
の
寒
さ
が

原
因
で
、
牧
草
の
生
育
が
思
わ
し

く
な
か
っ
た
た
め
。

　こ
の
日
の
放
牧
頭
数
は
黒
毛

和
種（
成
牛
）が
20
頭
で
し
た
が
、

７
月
末
に
は
約
１
０
０
頭
の
牛
が

放
牧
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

強
い
木
、
み
な
さ
ん
も
病
気
に
負

け
な
い
よ
う
に
大
き
く
育
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」と
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
三
八
地
方
森
林
組
合
職

員
の
工
藤
勲
さ
ん
が
、
苗
木
の
植

え
方
を
説
明
。

　こ
の
あ
と
、
園
児
ら
は
園
庭
脇

に
あ
ら
か
じ
め
掘
ら
れ
て
い
た
穴

に
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
を

小
さ
な
ス
コ
ッ
プ
を
持
っ
て
植
え

付
け
ま
し
た
。

　５
月
29
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園

で
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
植
樹
が

行
わ
れ
、
園
児
ら
が
園
庭
に
20
本

の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　記
念
式
典
は
当
初
園
庭
で
行
う

予
定
で
し
た
が
、
１
時
30
分
く
ら

い
か
ら
、
小
粒
の
弱
い
雨
が
降
っ

て
き
た
た
め
、
園
内
で
開
催
。

　須
藤
村
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
苗
木
を
寄
付
し
た
三
八
地
方

森
林
組
合
の
桑
原
一
夫
組
合
長

が「
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
病
気
に

支 給 時 期
　毎年６月・10月・２月に、それぞれの前月までの４ヶ月分を支払います。

申請手続き
　出生や転入の場合、15日以内に役場へ申請してください。（公務員の方は勤務先へ）
　申請の翌月分から手当が支給されます。

現　況　届
　続けて手当を受給するためには、６月中に「現況届」の提出が必要です。
　「現況届」は、毎年６月１日の状況を把握し、引き続き手当を受けられるかどうかを
確認するためのものです。（提出がないと、６月以降の手当が受けられなくなります）

※詳しくは、役場住民グループへお問い合わせください。☎ ７８－２１１１  内線６０２

※　受給資格者の所得が所得制限限度額以上の場合は、上記にかかわらず、特例給付と
　して月額一律５，０００円になります。なお、受給資格者は生計を維持する程度の高い
　方となっており、基本的には所得の高い方が受給資格者に該当することとなります。

　児童手当は、原則として日本国内に居住する中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最初の
３月31日まで）の児童を養育している父母等に支払われます。

３歳未満
３歳以上小学校修了前
中学生

一律１５，０００円
１０，０００円（第３子以降は１５，０００円）
一律１０，０００円

支　給　額

児童手当制度のご案内 ～現況届を忘れずに～

児童の年齢 児童手当の額（１人当たり月額）

高橋　勝氏
（66歳　川代日向）
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平
成
25
年
第
２
回
新
郷
村
議
会
定
例
会

須
藤
村
長
３
期
目

当
選
を
果
た
し
、

喜
び
の
登
庁

三
八
地
方
森
林
組
合

し
ん
ご
う
保
育
園
に
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
を
寄
付

三
八
地
方
森
林
組
合

し
ん
ご
う
保
育
園
に
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
を
寄
付

平
子
沢
放
牧
場
で

牛
の
野
上
げ

昨
年
よ
り
11
日
遅
れ

5/29　３期目の初登庁をする須藤村長（右）

オオヤマザクラの植樹を記念して撮影

園児らに苗木の植え方を
説明する三八地方森林
組合職員の工藤勲さん

園児とオオヤマザクラの苗木を植樹する
三八地方森林組合長（左）と須藤村長（右）

一家総出で、平子沢牧場に牛を放つ農家

高橋芽玖ちゃん（５歳）
め ぐ
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う

予
定
で
し
た
が
、
１
時
30
分
く
ら

い
か
ら
、
小
粒
の
弱
い
雨
が
降
っ

て
き
た
た
め
、
園
内
で
開
催
。

　須
藤
村
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
苗
木
を
寄
付
し
た
三
八
地
方

森
林
組
合
の
桑
原
一
夫
組
合
長

が「
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
病
気
に

支 給 時 期
　毎年６月・10月・２月に、それぞれの前月までの４ヶ月分を支払います。

申請手続き
　出生や転入の場合、15日以内に役場へ申請してください。（公務員の方は勤務先へ）
　申請の翌月分から手当が支給されます。

現　況　届
　続けて手当を受給するためには、６月中に「現況届」の提出が必要です。
　「現況届」は、毎年６月１日の状況を把握し、引き続き手当を受けられるかどうかを
確認するためのものです。（提出がないと、６月以降の手当が受けられなくなります）

※詳しくは、役場住民グループへお問い合わせください。☎ ７８－２１１１  内線６０２

※　受給資格者の所得が所得制限限度額以上の場合は、上記にかかわらず、特例給付と
　して月額一律５，０００円になります。なお、受給資格者は生計を維持する程度の高い
　方となっており、基本的には所得の高い方が受給資格者に該当することとなります。

　児童手当は、原則として日本国内に居住する中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最初の
３月31日まで）の児童を養育している父母等に支払われます。

３歳未満
３歳以上小学校修了前
中学生

一律１５，０００円
１０，０００円（第３子以降は１５，０００円）
一律１０，０００円

支　給　額

児童手当制度のご案内 ～現況届を忘れずに～

児童の年齢 児童手当の額（１人当たり月額）

高橋　勝氏
（66歳　川代日向）
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平
成
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年
第
２
回
新
郷
村
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会
定
例
会

須
藤
村
長
３
期
目

当
選
を
果
た
し
、

喜
び
の
登
庁

三
八
地
方
森
林
組
合

し
ん
ご
う
保
育
園
に
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
を
寄
付

三
八
地
方
森
林
組
合

し
ん
ご
う
保
育
園
に
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
を
寄
付

平
子
沢
放
牧
場
で

牛
の
野
上
げ

昨
年
よ
り
11
日
遅
れ

5/29　３期目の初登庁をする須藤村長（右）

オオヤマザクラの植樹を記念して撮影

園児らに苗木の植え方を
説明する三八地方森林
組合職員の工藤勲さん

園児とオオヤマザクラの苗木を植樹する
三八地方森林組合長（左）と須藤村長（右）

一家総出で、平子沢牧場に牛を放つ農家

高橋芽玖ちゃん（５歳）
め ぐ
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　仙台国税局では、バイタリティーあふれる税務職
員を募集しています。国の財政を支える税務職
員に、あなたもチャレンジしてみませんか？
○第一次試験　平成25年９月８日（日）
○受 験 資 格
１　試験年度の４月１日において、高等学校
または中等教育学校を卒業した日から起算
して３年を経過していない者及び試験年度
の３月までに高等学校または中等教育学校
を卒業する見込みの者
２　人事院が１に掲げる者と同等の資格があ
ると認める者

○受験申込受付期間
【インターネット申込み】
　平成25年６月24日（月）～７月３日（水）
【郵送・持参申込み】
　平成25年６月24日（月）～６月28日（金）
○お問い合わせ先
人事院東北事務局　022－221－2022　または、
仙台国税局人事第二課  022－263－1111 内線 3236

　村では、村営住宅入居者を次のとおり募集して
います。
◇住所・団地名（募集戸数）
　戸来字大久保86　大久保団地（１戸）
◇家　　賃
　新郷村営住宅管理条例により算定した額
◇入居基準
　１．村内に住所を有すること
　　　（平成25年６月１日現在）
　２．所得税、村税を滞納していないこと
　３．申込者及び同居人が暴力団員でないこと
◇申込締切　平成25年７月12日（金）
◇問い合わせ先　建設グループ　℡ 78－2111

日　程　　８月17日（土）・18日（日）
　　　　　午前10時～午後４時
場　所　　ユートリーおよび八戸駅前広場
入場料　　無料
内　容　　南部の食コーナー、特産品の販売、
　　　　　芸能発表、音楽会など
問い合わせ先　　南部圏まちづくり推進協議会
　　　　　　　　TEL 43－5111　FAX 46－2810

　海や川、プール等での水遊びの季節となりましたが、毎年水の事故が多く発生しています。
次のことを守り、水の事故を防止しましょう。

１　遊泳禁止の場所では遊ばせない。
２　どこに行くのか聞く。（海や川に子どもたちだけで行かせない）
３　誰と行くのか聞く。（一人では行かせない）
４　帰る時間を聞く。
５　準備運動をさせる。
６　時間を決めて水に入り､食後１時間は水遊びをさせない。　
７　熱中症予防のため、水分補給のための水筒、ペットボトルなどを持たせる。
８　緊急時の連絡先を必ず携行させる。
９　行く前には必ず健康チェックをする。
　　☆熱はないか　　　　　　　　☆疲れている様子はないか
　　☆風邪をひいていないか　　　☆食欲はあるか
　　☆顔色は良いか　　　　　　　☆目や耳の病気はないか

●『いざ』というときのために
・もしも、溺れた人を発見した場合、目を離さず大声でまわりの人に協力を求めましょう。
・すぐに１１９番通報しましょう。
・応急手当の知識を覚えておくことも大切です。

 火事・救急・救助は１１９　　消防に関する問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで。電話 ７８－２１１９

東日本大震災に係る県税の特例措置等のお知らせ 平成25年度
税務職員採用試験（高校卒業程度）のお知らせ

－ 放送大学10月入学生募集 －

（注）公職選挙法改正法施行日（平成25年５月26日）以後初めて公示される国政
選挙（衆議院議員の総選挙または参議院議員の通常選挙）の公示日以降に、
公示・告示される国政選挙及び地方選挙について適用されます。

①有権者は、ウェブサイト等（ホームページ、ブロ
グ、ツイッターやフェイスブック等のSNS、動画
共有サービス、動画中継サイト等）を利用した選
挙運動が可能となりますが、電子メール（SMTP
方式及び電話番号方式）を利用した選挙運動は引き
続き禁止されています。
②候補者・政党等は、ウェブサイト等及び電子メー
ルを利用した選挙運動が可能になります。

（注）・選挙運動とは、特定の選挙について、特定の候補者の
当選を目的とし、投票を得または得させるために、直接
または間接に有利な行為のことです。

・選挙運動は、公示・告示日から投票日の前日までしか
行うことができません。
・未成年者等は選挙運動をすることができません。

次の国政選挙から、インターネットを使った
選挙運動が、できるようになります。　　　

詳しくは総務省HPをご覧ください。ネット選挙運動総務省  検索⬅
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、

暑
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に
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っ
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き
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。

　そ
の
昔
、
村
に
ま
だ
プ
ー
ル
が
な
か
っ
た
頃
、
実
家
近
く
の
川
で
泳
い
だ

こ
と
が
一
度
だ
け
あ
る
。
水
着
は
い
と
こ
か
ら
の
も
ら
い
物
で
、
河
童
ま
た

は
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わ
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だ
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、
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川
で
泳
ぐ
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・
・
」
な
つ
か
し
い
言
葉
に
な
り
つ
つ
あ
る
。  

（
Ｅ
）

村 営 住 宅 入 居 者 募 集

○海上保安学校学生
　受 付 期 間　
　　インターネット７月23日（火）～８月１日（木）
　　郵送または持参７月23日（火）～７月31日（水）
　第一次試験　９月29日（日）
　入　　　校　平成26年４月
○海上保安大学校学生
　受 付 期 間
　　インターネット８月29日（木）～９月９日（月）
　　郵送または持参８月29日（木）～９月６日（金）
　第一次試験　11月２日（土）、３日（日）
　入　　　校　平成26年４月
　問い合わせ先　八戸海上保安部管理課
　　　　　　　℡ 0178－33－1222

　放送大学はテレビ等の放送やインターネットで授
業を行う通信制の大学です。働きながら学んで大学
を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的
で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま平成25年10月入学生を募集しています。
詳しい資料を無料で送付致しますので、お気軽に
お問合せください。
○募集学生の種類
－教養学部－
　科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
　全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）
－大学院－
　修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）
○出願期間
　平成25年６月15日～平成25年８月31日　
　（インターネット出願は６月１日より受付開始）
○【資料請求・お問合わせ先】
　放送大学
　青森学習センター　　　　℡ （0172）38－0500
　　〒036－8561　弘前市文京町３　コラボ弘大７階
　八戸サテライトスペース　℡ （0178）70－1663
　　〒039－1102　八戸市一番町1－9－22 ユートリー４階
　放送大学ホームページ　　http://www.ouj.ac.jp

　東日本大震災により被害を受けられた方々に
は、県税の特例があります。
　例えば、被災した自動車や不動産（土地、家屋）
に代わる自動車や不動産を取得したときは、
自動車取得税・自動車税や不動産取得税が軽減
されます。
　また、東日本大震災復興特別区域法に基づく
復興推進計画に定める八戸市、三沢市、おいら
せ町及び階上町の一部地域で、これらの市町村
から指定を受けた事業者については、事業税や
不動産取得税が軽減される場合があります。
　詳しくは、県ホームページ（http://www.
pref.aomori.lg.jp/life/tax/earthquake.html）をご
覧になるか、三八地域県民局県税部（0178-27-
5111㈹）にお問い合わせください。

か
っ
ぱ

水 の 事 故 防 止

ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタ２０１３
南部地方の特産品や伝統芸能が大集合！！

八戸地域広域市町村圏事務組合

しょうぼう情報
∞∞∞　五戸消防署西分遣所からのお知らせ　∞∞∞

水 の 事 故 防 止
海上保安学校・大学校採用試験
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　仙台国税局では、バイタリティーあふれる税務職
員を募集しています。国の財政を支える税務職
員に、あなたもチャレンジしてみませんか？
○第一次試験　平成25年９月８日（日）
○受 験 資 格
１　試験年度の４月１日において、高等学校
または中等教育学校を卒業した日から起算
して３年を経過していない者及び試験年度
の３月までに高等学校または中等教育学校
を卒業する見込みの者
２　人事院が１に掲げる者と同等の資格があ
ると認める者

○受験申込受付期間
【インターネット申込み】
　平成25年６月24日（月）～７月３日（水）
【郵送・持参申込み】
　平成25年６月24日（月）～６月28日（金）
○お問い合わせ先
人事院東北事務局　022－221－2022　または、
仙台国税局人事第二課  022－263－1111 内線 3236

　村では、村営住宅入居者を次のとおり募集して
います。
◇住所・団地名（募集戸数）
　戸来字大久保86　大久保団地（１戸）
◇家　　賃
　新郷村営住宅管理条例により算定した額
◇入居基準
　１．村内に住所を有すること
　　　（平成25年６月１日現在）
　２．所得税、村税を滞納していないこと
　３．申込者及び同居人が暴力団員でないこと
◇申込締切　平成25年７月12日（金）
◇問い合わせ先　建設グループ　℡ 78－2111

日　程　　８月17日（土）・18日（日）
　　　　　午前10時～午後４時
場　所　　ユートリーおよび八戸駅前広場
入場料　　無料
内　容　　南部の食コーナー、特産品の販売、
　　　　　芸能発表、音楽会など
問い合わせ先　　南部圏まちづくり推進協議会
　　　　　　　　TEL 43－5111　FAX 46－2810

　海や川、プール等での水遊びの季節となりましたが、毎年水の事故が多く発生しています。
次のことを守り、水の事故を防止しましょう。

１　遊泳禁止の場所では遊ばせない。
２　どこに行くのか聞く。（海や川に子どもたちだけで行かせない）
３　誰と行くのか聞く。（一人では行かせない）
４　帰る時間を聞く。
５　準備運動をさせる。
６　時間を決めて水に入り､食後１時間は水遊びをさせない。　
７　熱中症予防のため、水分補給のための水筒、ペットボトルなどを持たせる。
８　緊急時の連絡先を必ず携行させる。
９　行く前には必ず健康チェックをする。
　　☆熱はないか　　　　　　　　☆疲れている様子はないか
　　☆風邪をひいていないか　　　☆食欲はあるか
　　☆顔色は良いか　　　　　　　☆目や耳の病気はないか

●『いざ』というときのために
・もしも、溺れた人を発見した場合、目を離さず大声でまわりの人に協力を求めましょう。
・すぐに１１９番通報しましょう。
・応急手当の知識を覚えておくことも大切です。

 火事・救急・救助は１１９　　消防に関する問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで。電話 ７８－２１１９

東日本大震災に係る県税の特例措置等のお知らせ 平成25年度
税務職員採用試験（高校卒業程度）のお知らせ

－ 放送大学10月入学生募集 －

（注）公職選挙法改正法施行日（平成25年５月26日）以後初めて公示される国政
選挙（衆議院議員の総選挙または参議院議員の通常選挙）の公示日以降に、
公示・告示される国政選挙及び地方選挙について適用されます。

①有権者は、ウェブサイト等（ホームページ、ブロ
グ、ツイッターやフェイスブック等のSNS、動画
共有サービス、動画中継サイト等）を利用した選
挙運動が可能となりますが、電子メール（SMTP
方式及び電話番号方式）を利用した選挙運動は引き
続き禁止されています。
②候補者・政党等は、ウェブサイト等及び電子メー
ルを利用した選挙運動が可能になります。

（注）・選挙運動とは、特定の選挙について、特定の候補者の
当選を目的とし、投票を得または得させるために、直接
または間接に有利な行為のことです。

・選挙運動は、公示・告示日から投票日の前日までしか
行うことができません。
・未成年者等は選挙運動をすることができません。

次の国政選挙から、インターネットを使った
選挙運動が、できるようになります。　　　

詳しくは総務省HPをご覧ください。ネット選挙運動総務省  検索⬅
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村営住宅入居者募集

○海上保安学校学生
　受 付 期 間　
　　インターネット７月23日（火）～８月１日（木）
　　郵送または持参７月23日（火）～７月31日（水）
　第一次試験　９月29日（日）
　入　　　校　平成26年４月
○海上保安大学校学生
　受 付 期 間
　　インターネット８月29日（木）～９月９日（月）
　　郵送または持参８月29日（木）～９月６日（金）
　第一次試験　11月２日（土）、３日（日）
　入　　　校　平成26年４月
　問い合わせ先　八戸海上保安部管理課
　　　　　　　℡ 0178－33－1222

　放送大学はテレビ等の放送やインターネットで授
業を行う通信制の大学です。働きながら学んで大学
を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的
で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま平成25年10月入学生を募集しています。
詳しい資料を無料で送付致しますので、お気軽に
お問合せください。
○募集学生の種類
－教養学部－
　科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
　全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）
－大学院－
　修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）
○出願期間
　平成25年６月15日～平成25年８月31日　
　（インターネット出願は６月１日より受付開始）
○【資料請求・お問合わせ先】
　放送大学
　青森学習センター　　　　℡ （0172）38－0500
　　〒036－8561　弘前市文京町３　コラボ弘大７階
　八戸サテライトスペース　℡ （0178）70－1663
　　〒039－1102　八戸市一番町1－9－22 ユートリー４階
　放送大学ホームページ　　http://www.ouj.ac.jp

　東日本大震災により被害を受けられた方々に
は、県税の特例があります。
　例えば、被災した自動車や不動産（土地、家屋）
に代わる自動車や不動産を取得したときは、
自動車取得税・自動車税や不動産取得税が軽減
されます。
　また、東日本大震災復興特別区域法に基づく
復興推進計画に定める八戸市、三沢市、おいら
せ町及び階上町の一部地域で、これらの市町村
から指定を受けた事業者については、事業税や
不動産取得税が軽減される場合があります。
　詳しくは、県ホームページ（http://www.
pref.aomori.lg.jp/life/tax/earthquake.html）をご
覧になるか、三八地域県民局県税部（0178-27-
5111㈹）にお問い合わせください。

か
っ
ぱ

水 の 事 故 防 止

ナニャドヤラ廻道ふるさとフェスタ２０１３
南部地方の特産品や伝統芸能が大集合！！

八戸地域広域市町村圏事務組合

しょうぼう情報
∞∞∞　五戸消防署西分遣所からのお知らせ　∞∞∞

水 の 事 故 防 止
海上保安学校・大学校採用試験
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ママとぼくと聖悟と３人でお家で
遊んだよ。手裏剣を作ってとばし
たよ。とってもよくとんでおもしろ
かった。

橋端　秀斗くん（うめ組）
パパとママとぼくと拓海と畑に行っ
てパパのお仕事を見たよ。それから
お家に帰っておやつとバナナと
りんごを食べたよ。おいしかった。

中根　丈斗くん（うめ組）
しゅうとはし ば たけとなか ね

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

14

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

文 月

12月

佐　藤　紗　希ちゃん
Ｈ24・１・26生
（地区）西越
（パパ）和博
（ママ）有希子
パパとママのねがい

いくつになってもお姉
ちゃんと仲良くネ！

７月
人の動 き

男　1,390人（±０人）
女　1,472人（＋３人）
計　2,862人（＋３人）
世帯数946世帯（±０世帯）
（平成25年５月31日現在）
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N
E

むらのガイド

平成25年

ルビー（紅玉）
̶ 情熱・権威 ̶誕 生 石

ふみつき
July

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

村民相談日　毎週月・木曜日　午前９時〜午後４時まで（場所：山村開発センター　祝祭日の場合は曜日変更あり）

２０１３年７月
行　　事　　等 備　　　考

さ とう さ き

日 曜
新郷温泉館休館日１ 月 村県民税第１期納期限
不用犬引取日３ 水 特定健診（～５日）
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日５ 金
第21回青森ウエストン祭７ 日
新郷温泉館休館日８ 月
行政相談 山村開発センター２階　相談室　10：00～15：00

山村開発センター２階　相談室　  9：00～12：00

総合福祉センター

10 水 特定健診（～12日）
人権相談所12 金 資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日

資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日17 水

海の日15 月

特定健診（～19日）
小・中学校終業式
粗大ごみ収集日19 金
乳児・１歳６ヵ月児・２歳児健診
第386回子ども会親子早起き掃除21 日
新郷温泉館休館日22 月
特定健診（～26日）24 水
燃えないごみ収集日26 金
新郷温泉館休館日29 月
国民健康保険税第１期納期限31 水 介護保険料普通徴収第１期納期限

みんなで支える
国民年金

日本年金機構

この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。

６月2日

　第50回キリスト祭（関連記事は６〜７ページ）

短歌はキリストの里公園短歌ポスト小学校の部天位に

入選した畠山啓介くん（舘向）の作品
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